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2021 年６月４日 

プレスリリース 
一般社団法人日本原子力学会 

日本原子力学会は、社会的関心の高い科学技術である原子力の広範囲にわたる学術・技術専門家集団として

社会への情報提供を行うため、本会の主要な活動等について、随時プレスリリースを行っています。 

今回は、シンポジウム「廃炉 10 年目の課題と展望 －より安全な廃炉に向けて－」開催のお知らせです。 

 

日本原子力学会シンポジウム開催のご案内 

『廃炉10年目の課題と展望 －より安全な廃炉に向けて－』 

東京電力福島第一原子力発電所（1F）の事故後 10年が経ち、事故から得られた教訓にどう向き合って
きたのかを学会として振り返りました。一方、１Fの廃炉では、燃料デブリを格納容器の中から取り出す
ための重要な時期を迎えています。廃炉作業を順調に進めるためには、直面する様々な課題に多方面か
ら向き合い、課題解決のための技術力を結集する必要があります。当学会は総力を挙げ、他の学協会と
も連携して、この取り組みを進めてきました。また専門家集団として、問題を解説し広く理解を得ると
同時に、社会の皆様方からご意見をいただく場を持つことも役割の一つと考え、毎年シンポジウムを開
催しています。 
昨年は、突然のコロナ禍で開催を中止しましたが、今年は Web 会議で開催することとしました。第 5

回目となる本シンポジウムでは、廃炉のこれからを様々な視点から見据えて、課題の提起とその解決へ
の取り組みについて意見交換を進めたいと思います。廃炉を進めるには社会との対話は欠かせません。
率直な意見交換ができれば幸いです。１F の廃炉は世界が注目しているプロジェクトです。広く多くの
意見をいただきたく、皆様の積極的なご参加をお願いいたします。 
 

日 時：2021年６月 12日(土) 13:00～16:50  

場 所：Zoomウェービナーによるオンライン開催 https://www.aesj.net/symp20210612 

主 催：一般社団法人日本原子力学会 廃炉検討委員会 
共 催：福島復興・廃炉推進に貢献する学協会連絡会(依頼中) 

協 賛：日本地震工学会、日本機械学会(依頼中)、日本原子力研究開発機構(依頼中) 

参加費：無料 
 

プログラム 

【座長】   廃炉検討委員会副委員長・東京大学 関村 直人 

廃炉貢献への感謝状贈呈                     日本原子力学会長 中島 健 

開会の挨拶と報告                      廃炉検討委員会委員長 宮野 廣 

講演１：廃炉における安全マネジメント                  東京大学 高田 孝 

講演２：福島第一原子力発電所の廃炉に向けたロボット技術の現状と課題   中央大学 大隅 久 
講演３：建屋の耐震性評価と維持管理                東京工業大学 瀧口 克己 
講演４：事故炉における強度評価の考え方                東京大学 鈴木 俊一 

講演５：世界の事故炉の廃止措置と環境修復                福井大学 柳原 敏 

コメンテーターと会場からの意見交換 

テーマ：課題への取り組み 目標達成までをどう進めるか 

コーディネーター：日本原子力学会 広報情報委員会委員長 布目 礼子 

コメンテーター：日本経済新聞 安藤 淳  笹川平和財団 小林 祐喜 

閉会の挨拶 廃炉検討委員会副委員長・東京大学 関村 直人 

 

以上 
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